
CONTENTS ～今月の内容～
2 ふくしま駅伝
4 産業と健康と文化の祭典
6 わかりやすい「介護保険」
8 ごみの減量へご協力を！
10 「中野竹子プロジェクト」第３弾
11 町史編さんだより
12 食育だより

13 図書室だより
14 農業委員が目を光らせています
15 まちの話題
16 お知らせ版インフォメーション
22 私たちの学校「会津坂下町小中学校音楽祭」
23 12月の保健ガイド・戸籍の窓口 外
24 坂下中学校屋内運動場・武道場完成

表紙「会津坂下町小中学校音楽祭」

1212
2012 №5802012 №580



～市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会～

ふくしま駅伝ふくしま駅伝
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　会津坂下町を朝 5時に出発し、スタートとなる白河
市総合運動公園陸上競技場に駆けつけた12名の町民の
みなさん。
　応援メッセージとメガホンを片手に 1区・ 3区・ 7
区・13区・16区の 5区間を応援しました。
　選手の力走に応援の方々も熱が入り、『ふくしま駅
伝』の迫力を肌で感じていました。
　ぜひ、来年もたくさんの応援バスの参加者をお待ち
しております。

区　間 名　前 所　　属 タイム 区間 総合
第 1区 北村　美樹（葵 高 校 1 年）15’08（4.0㎞） 34 34
第 2 区 宇内　和大（喜多方桐桜高校 3年）27’30（8.2㎞） 30 29
第 3 区 遠藤　和栄（農 業）21’32（5.8㎞） 46 35
第 4 区 永山　義信（会津坂下町役場）24’05（7.3㎞） 16 27
第 5 区 永山　惠新（喜多方高校 2年）23’17（6.7㎞） 22 25
第 6 区 田中　雄太（川崎市小学校教員）28’27（8.3㎞） 18 24
第 7 区 坂内　　圭（坂下中学校 1年）20’36（5.4㎞） 40 24
第 8 区 関口　渉友（坂下中学校 2年）19’56（5.6㎞） 34 24
第 9 区 戸内基宮子（坂下中学校 3年）10’27（2.8㎞） 8 24
第10区 田代　直希（郡 山 自 衛 隊）27’03（9.2㎞） 8 21
第11区 仙波　麻理（喜多方高校 2年）16’34（3.9㎞） 24 21
第12区 加藤　秀法（㈱ コ メ リ）23’35（7.0㎞） 18 21
第13区 五十島秀平（会津農林高校 3年）16’22（4.8㎞） 16 21
第14区 佐藤　　祥（喜多方桐桜高校 3年）19’26（5.7㎞） 10 20
第15区 三瓶　和花（坂下中学校 1年）13’08（3.4㎞） 21 21
第16区 田中　啓太（会津坂下町役場）26’55（8.4㎞） 6 20



町の部 第６位 （総合第２０位） 総合成績（町の部）
第 1位　三　　春　5時間24分16秒
第 2位　鏡　　石　5時間26分55秒
第 3位　会津美里　5時間30分02秒
第 4位　猪 苗 代　5時間31分37秒
第 5位　石　　川　5時間33分26秒
第 6位　会津坂下　5時間34分01秒

田代直希選手（第10区）
区間賞獲得!!区間賞獲得!!

◇前半
　今年も『町の部優勝』を目指す三春町を中心にレースが展開された。初出場となった第 1区：北村美樹選手
はプレッシャーに負けない走りで第 2区：坂下の高校生エース宇内和大選手へ。第 3区は遠藤監督が自ら激走
を見せ、第 4区：永山義信主将へつないだ。坂下のエース永山は大幅に順位をあげ、昨年と同じ区間を任され
た第 5区：永山惠新選手へ。ふるさとのために帰省して走った第 6区：田中雄太選手とつなぎ、前半戦の最終
ランナー第 7区：坂内圭選手へ。町の部第 9位で前半のゴール郡山市開成山陸上競技場へ。
◇後半
　上位入賞を目指して、第 8区：関口渉友選手が『日頃の練習の成果を発揮できた』と良い位置で後半戦がス
タート。第 9区：戸内基宮子選手は町の部：区間賞にあと 3秒の素晴らしい走りを、さらに第10区：田代直希
選手は圧巻の走りで 2年連続町の部：区間賞を獲得。その後、第11区：仙波麻理選手、第12区：加藤秀法選手、
第13区：五十島秀平選手とつなぎ、第14区：佐藤祥選手も区間賞にあとわずかの走りで第15区：三瓶和花選手
へ。アンカー田中啓太選手はチームメイトや応援バスのみなさんの声援を背に区間賞にあと 1歩、期待通りの
走りを見せ、町の部第 6位で県庁のゴールテープを切った。

レース経過

遠藤和栄選手兼監督（第3区）最年長
選手に贈られるサントリー賞受賞
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　第24回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会は
11月18日（日）に白河市総合運動公園陸上競技
場スタート～福島県庁ゴール（96.5 ㎞）で開催
されました。
　会津坂下町チームは『ひとりの力が…みんな
の力に…！』を大会に臨むテーマとして町民の
みなさんに元気と勇気、そして感動を伝えたい
と最後まで諦めない走りをしました。
　結果は昨年に及ばず第 6位という結果でした
が、選手一人一人の力走が10年連続で入賞を果
たしました。
　報告会では早くも今大会よりも第25回大会で
好成績を修める事を誓い合いました。
　沿道やテレビ・ラジオの前での皆さんの応援
が選手の頑張りを後押ししてくれました。
　応援ありがとうございました。



男女共同参画川柳コンクール

私が作る朝ごはんコンテスト

よい歯の子

緑のカーテンコンクール
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。
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赤い羽根募金ありがとう

会津自動車学校「シートベルト体験」 保育所・幼稚園・小学校・中学校の書写・絵画展

軽トラ市「農産物・加工品等販売」 保健推進員によるハンドマッサージ
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認定調査
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定
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定
）

・自立
・要支援１
・要支援２
・要介護１
・要介護２
・要介護３
・要介護４
・要介護５
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介
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介
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介
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介
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介
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介
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保
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介
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た
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す
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介
護
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ま
す
。

医
療
保
険
の
場
合
、
健
康
保
険
証
を
持

っ
て
医
療
機
関
に
行
け
ば
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
介
護
保
険
で
は
、

介
護
保
険
証
を
出
し
て
も
、「
介
護
認
定
」

を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

介
護
認
定
を
申
し
込
む
と
、
訪
問
調
査
、

介
護
認
定
審
査
会
を
経
て
認
定
結
果
が
出

る
ま
で
に
、
1
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

介
護
認
定
に
は
主
治
医
の
意
見
書
も
必
要

に
な
る
の
で
、
ふ
だ
ん
か
ら
「
か
か
り
つ

け
医
」
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

介
護
認
定
は
、
非
該
当
、
要
支
援
1
〜

2
、
要
介
護
1
〜
5
の
8
つ
の
段
階
に
分

か
れ
ま
す
。
要
支
援
・
要
介
護
の
い
ず
れ

か
に
認
定
さ
れ
た
場
合
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

（
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
）
を
作
成
し
、
事

業
所
を
選
ん
で
契
約
し
事
業
所
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
認
定
結
果
の
度
合
い
に
よ
っ
て
、

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
限
度
も
決
め
ら

れ
て
き
ま
す
。

な
お
、
支
給
限
度
額
を
超
え
て
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
こ
の

場
合
は
10
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

介
護
は
突
然
や
っ
て
き
ま
す
！

介
護
保
険
は「
支
え
合
い
」で
す

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
介
護
認
定
が
必
要
で
す

ケ
ア
プ
ラ
ン
が
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤

介
護
サ
ー
ビ
ス
を　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を　

受
け
る
ま
で
の
流
れ

受
け
る
ま
で
の
流
れ
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サ
ー
ビ
ス
は
大
ま
か
に
「
在
宅
サ
ー
ビ

ス
」、「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」、「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
」
の
3
つ
に
分
か
れ
、
当
町
で

は
、
次
の
13
種
類
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
利
用
者
の
約
7
割
の
方
は
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
派
遣
さ
れ
る
訪
問
介

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

護
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
呼
ば
れ
る
通
所
介

護
、
福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
な
ど
の
「
在

宅
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
代
表
的
な
も
の
に
は

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
が
あ
り
ま
す

（
当
町
で
は
「
寿
楽
荘
」
が
こ
れ
に
あ
た

り
ま
す
）。
増
加
す
る
要
介
護
者
に
施
設

整
備
が
な
か
な
か
追
い
つ
い
て
い
な
い
現

状
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
施
設
に
申
し
込
み
を
し
て

も
、
要
介
護
度
に
応
じ
た
入
所
の
順
番
が

あ
る
た
め
、
年
単
位
で
順
番
を
待
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
齢
期
は
さ
さ
い
な
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
体
調
を
崩
し
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
要
介
護
状
態
に
な
る
と
、
元
気
な
時

に
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
、
家
族
介
護

の
問
題
は
勿
論
の
こ
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
た
め
の
費
用
も
発
生
し
て
き
ま

す
。「
自
分
は
ま
だ
元
気
だ
か
ら
介
護
な

ん
て
関
係
な
い
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
い
つ
ま
で
も
健
康
に
、
自
分

ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
は
、
元
気
な
う
ち

か
ら
予
防
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と

で
す
。

日
常
生
活
の
な
か
で
体
を
動
か
す
習
慣

を
つ
け
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

取
っ
た
り
し
て
、
健
康
づ
く
り
を
実
践
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

窓
口
に
な
っ
て
い
る
の
が
、「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
こ
こ
は
高
齢

者
に
関
わ
る
総
合
相
談
窓
口
で
も
あ
り
ま

す
。
お
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
84
‐
2
7
0
0

【
施
設
サ
ー
ビ
ス
】

・
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）

・
介
護
老
人
保
健
施
設

【
居
宅
サ
ー
ビ
ス
】

・
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
）

・
訪
問
看
護

・
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

・
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）

・
短
期
入
所
療
養
介
護

・
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

・
福
祉
用
具
貸
与

・
特
定
福
祉
用
具
販
売

【
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
】

・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

施
設
は
待
機
者
が
多
い

介
護
に
な
ら
な
い
よ
う
な

心
が
け
を
！

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
活
用
し
ま
し
ょ
う

会津坂下駅

町民体育館
坂下南幹線

中央公園

中央・坂下
公民館

◎役場

地域包括
支援センター

（旧坂下保健所）


